
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪市社会福祉研修・情報センターから市民向け講座のご案内 運営主体：大阪市社会福祉協議会 

社会福祉史の市民講座 
大阪の社会福祉の取り組みは全国に先駆けた実践が多くあります。 

大阪の福祉に取りくんだ先達から学び、これからの大阪の社会福祉を推進する目的で開催します。 

 ★日 時 下記の通り３講座開催します 

★会 場 大阪市社会福祉研修・情報センター 各会場 (裏面に地図あり) 

★対 象 大阪市在住・在勤・在学の方ならどなたでもご参加いただけます 

★定 員 各回５０名 (先着順) 

★申込み 裏面申込み用紙に記入してＦＡＸ・郵送または持参してください(※締切１月３１日) 

★備 考 講座は３日間ありますが、全ての講座に参加していただく必要はございません。 

     ご都合のいい日やご興味のある講座へのご参加お待ちしています。 

★受講料 無料です  

 

室戸台風後（昭和 9）の「罹災救助基金実施状況」について 

非行少年と施設の歴史について 

博愛社史の資料整理と研究に携わって ―草創期の博愛社とその関係者を中心に 

２月９日(金) １４:００～１６:００ 大阪市社会福祉研修・情報センター４階 

２月１９日(月) １４:００～１６:００ 大阪市社会福祉研修情報センター４階 

２月２２日(木) １４:００～１６:００ 大阪市社会福祉研修・情報センター４階 

講師：追手門学院大学 古川隆司 先生 

講師：京都ノートルダム女子大学 室田保夫 先生 

講師：鈴鹿医療科学大学 藤原正範 先生 

大阪市淀川区十三の地にある社会福祉法人「博愛社」は、1890（明治 23）年 1

月、兵庫県赤穂の地に創設された団体である。創設者は小橋勝之助であり、今年で

128年の歴史を持つ。勝之助は若干 30歳で亡くなるが、彼の遺言どおり大阪に本拠

を移した。その歴史、とりわけ創設期に焦点をあてて見ていきたい。 

戦前の災害救助の公的扶助制度について振り返ることは，今日の被災者支援を考

える上でも重要です。この講座では，昭和 9 年の室戸台風後に実施された罹災者救

助をとりあげ，被災者の個別支援とソーシャルワークについて考えたいと思います。 

 

 

子どもの施設の歴史は、感化院（現在の児童自立支援施設）ができ、少年審判所

（現在の家庭裁判所）と矯正院（現在の少年院）ができ、子どもを健全育成すると

いう制度につながります。大阪府立修徳学院、児童養護施設武田塾の歴史を中心に

お話しします。 

 

写真 



大阪市社会福祉研修・情報センター 

社会福祉史の市民講座 参加申込 

必要事項をご記入のうえ 1月３１日までに、下記へご持参・郵送・FAX でお送り下さい。 

自宅 

・ 

所属先 

どちらかに○を 

住所（〒   -    ） 

電話  ｆａｘ  

(ふりがな) 

お名前 

 

(ふりがな) 

お名前 

 

 
 

参加ご希望の

講座に〇を 

してください 

 ２月９日(金) 

博愛社史の資料整理と研究に携わって －草創期の博愛社とその関係者を中心に 

 ２月１９日(月) 

室戸台風後(昭和９)の「罹災救助基金実施状況について」 

 ２月２２日(木) 

非行少年と施設の歴史について 

質問、ご要望 

車いす使用の方、拡大文字資料・手話通訳・要約筆記が必要な方はご記入ください。 

申し込まれた方は２月上旬に受講決定通知を送らせていただきます。 

 

 

申込用紙送付先 

●ＪＲ環状線・大和路線「今宮」駅（西出口）から

徒歩約９分 

 

●地下鉄四つ橋線「花園町」駅（１、２号出口） 

「大国町」駅（５号出口）から徒歩約 15分 

 

●市バス「長橋二丁目」バス停すぐ〔５２系統 

（なんば～あべの橋）〕 

〒557-0024 大阪市西成区出城 2-5-20 大阪市社会福祉研修・情報センター 

TEL: 06-4392-8201 FAX : 06-4392-8272 

 

※当日は筆記用具をお持ちください 


